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将来の担い手確保策の一環として、県内の２つの高校からイン将来の担い手確保策の一環として、県内の２つの高校からイン
ターンシップの高校生を受け入れ、モニター画面での測量や現場でターンシップの高校生を受け入れ、モニター画面での測量や現場で
の実践的な測量を行っています。の実践的な測量を行っています。

～将来の測量設計の担い手として～
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今日を測る 明日が見える 一般社団法人

新潟県測量設計業協会

「
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理
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長
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る
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現地測量実習３Ｄ測量の説明

建設産業の担い手確保とイメージアップを図るため、新潟建設産業の担い手確保とイメージアップを図るため、新潟 県土木部、新潟県建設業協会、建設コンサルタンツ協会北県土木部、新潟県建設業協会、建設コンサルタンツ協会北
陸支部及び新潟県測量設計業協会は、中・高校生を対象と陸支部及び新潟県測量設計業協会は、中・高校生を対象と した「土木出張ＰＲ」を４者合同で開催し、当協会では、した「土木出張ＰＲ」を４者合同で開催し、当協会では、
各地域の会員企業が参加し、映像や測量機器による測量体各地域の会員企業が参加し、映像や測量機器による測量体 験、ドローン飛行などの実演を通じて魅力を伝え、将来の験、ドローン飛行などの実演を通じて魅力を伝え、将来の
担い手確保へと繋げています。担い手確保へと繋げています。
また、「土木フェスティバル」や「土木フェア」など地域また、「土木フェスティバル」や「土木フェア」など地域 のイベントに積極的に参加し、測量設計業の魅力のＰＲにのイベントに積極的に参加し、測量設計業の魅力のＰＲに
努めています。努めています。

「測量の日」の重要性をアピールするため、県内の地域振「測量の日」の重要性をアピールするため、県内の地域振 興局の16庁舎及び新潟市の８区役所、会員企業の社屋で　　興局の16庁舎及び新潟市の８区役所、会員企業の社屋で　　
「測量の日」の横断幕や懸垂幕、タペストリーを一斉掲出し「測量の日」の横断幕や懸垂幕、タペストリーを一斉掲出し て「測量の日」を普及・啓発しています。て「測量の日」を普及・啓発しています。

　～未来の担い手 確保に向けて～

土木フェスティバル長岡市立与板中学校

協会キャラクター
「Ico（アイコ）＆Tos（トス）」

 ～「測量の日」の 重要性をアピール～

6月3日は 測量の日

新潟市秋葉区役所 南魚沼地域振興局

事務局　新潟市中央区白山浦１丁目６２１－２２
大塚第三マンション２０１号室

電　話　025(267)1110
ＦＡＸ　025(233)2750

一般社団法人

新潟県測量設計業協会

会　長　佐　治　　　力
副会長　荒　井　隆　二
副会長　大　塚　秀　一
副会長　岩　野　　　靖

〒950-0941　新潟市中央区女池 2-６-23
電　話／ 025-284-1181　ＦＡＸ／ 025-284-1183

代表取締役　荒　井　隆　二

荒井測量設計株式会社

代表取締役 岩　野　　　靖

〒943-0821 上越市大字土橋1755番13
電話／ 025-520-8111 FAX ／ 025-523-6811

株式会社 アイテック
代表取締役 大　塚　秀　一

〒945-0114 柏崎市大字藤井 1412 番地 1
電話／ 0257-23-5635 FAX ／ 0257-23-6519

代表取締役　佐　治　　　力
〒943-0805　上越市木田 3丁目７番 22 号

電　話／ 025-525-5511　ＦＡＸ／ 025-525-1705

新潟県上越国土測量株式会社
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建設産業の担い手確保とイメージアップを図るため、新潟建設産業の担い手確保とイメージアップを図るため、新潟 県土木部、新潟県建設業協会、建設コンサルタンツ協会北県土木部、新潟県建設業協会、建設コンサルタンツ協会北
陸支部及び新潟県測量設計業協会は、中・高校生を対象と陸支部及び新潟県測量設計業協会は、中・高校生を対象と した「土木出張ＰＲ」を４者合同で開催し、当協会では、した「土木出張ＰＲ」を４者合同で開催し、当協会では、
各地域の会員企業が参加し、映像や測量機器による測量体各地域の会員企業が参加し、映像や測量機器による測量体 験、ドローン飛行などの実演を通じて魅力を伝え、将来の験、ドローン飛行などの実演を通じて魅力を伝え、将来の
担い手確保へと繋げています。担い手確保へと繋げています。
また、「土木フェスティバル」や「土木フェア」など地域また、「土木フェスティバル」や「土木フェア」など地域 のイベントに積極的に参加し、測量設計業の魅力のＰＲにのイベントに積極的に参加し、測量設計業の魅力のＰＲに
努めています。努めています。

「測量の日」の重要性をアピールするため、県内の地域振「測量の日」の重要性をアピールするため、県内の地域振 興局の16庁舎及び新潟市の８区役所、会員企業の社屋で　　興局の16庁舎及び新潟市の８区役所、会員企業の社屋で　　
「測量の日」の横断幕や懸垂幕、タペストリーを一斉掲出し「測量の日」の横断幕や懸垂幕、タペストリーを一斉掲出し て「測量の日」を普及・啓発しています。て「測量の日」を普及・啓発しています。

　～未来の担い手 確保に向けて～

 ～「測量の日」の 重要性をアピール～

地域住民の安全・安心な暮らしに向けて、災害が発生した場合、地域住民の安全・安心な暮らしに向けて、災害が発生した場合、
会員企業が被災現場に駆けつけ、復旧復興に向けて現地調査・測会員企業が被災現場に駆けつけ、復旧復興に向けて現地調査・測
量を行っています。量を行っています。
石川県能登半島地震や豪雨災害の際も、当協会員が現地に入り石川県能登半島地震や豪雨災害の際も、当協会員が現地に入り
復旧活動を行っています。復旧活動を行っています。
また、災害や新技術に対応できる優れた技術者を育成するため、また、災害や新技術に対応できる優れた技術者を育成するため、
当協会ではさまざまな研修会を行っています。当協会ではさまざまな研修会を行っています。

～安全・安心な暮らしのために～

平
素
は
当
協
会
に
ご
理
解
ご
協
力

平
素
は
当
協
会
に
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
や
豪
雨

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
や
豪
雨

災
害
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
で

災
害
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
で

か
つ
て
な
い
甚
大
な
自
然
災
害
が
発

か
つ
て
な
い
甚
大
な
自
然
災
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
か
ら
多

生
し
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
か
ら
多

く
の
会
員

く
の
会
員

の
皆
さ
ま

の
皆
さ
ま

か
ら
石
川

か
ら
石
川

県
へ
の
応

県
へ
の
応

援
依
頼
に

援
依
頼
に

ご
協
力
い

ご
協
力
い

た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
自
然
災
害
は
増
え
て
い
く

今
後
も
自
然
災
害
は
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
災
害
に
備
え
た

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
災
害
に
備
え
た

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
の
国
土
強
靱

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
の
国
土
強
靱

化
の
推
進
を
加
速
し
て
い
く
こ
と
が

化
の
推
進
を
加
速
し
て
い
く
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
す
。「測

量
の
日
」
は
、
測
量
法
が
昭

「
測
量
の
日
」
は
、
測
量
法
が
昭

和和
2424
（
１
９
４
９
）
年
に
公
布
さ
れ

（
１
９
４
９
）
年
に
公
布
さ
れ

て
以
降

て
以
降
4040
年
が
経
過
し
た
平
成
元
年

年
が
経
過
し
た
平
成
元
年

に
測
量
の
意
義
と
重
要
性
に
対
す
る

に
測
量
の
意
義
と
重
要
性
に
対
す
る

国
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め

国
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め

制
定
さ
れ
、
今
年
で

制
定
さ
れ
、
今
年
で
3737
回
目
と
な
り

回
目
と
な
り

ま
す
。

ま
す
。

当
協
会
で
は
、「
測
量
の
日
」
の

当
協
会
で
は
、「
測
量
の
日
」
の

普
及
・
啓
発
活
動
と
し
て
、
平
成

普
及
・
啓
発
活
動
と
し
て
、
平
成
2424

年
度
か
ら
、
順
次
、
新
潟
県
地
域
振

年
度
か
ら
、
順
次
、
新
潟
県
地
域
振

興
局
等
の
庁
舎
に
懸
垂
幕
や
タ
ペ
ス

興
局
等
の
庁
舎
に
懸
垂
幕
や
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
掲
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

ト
リ
ー
を
掲
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
得

本
年
度
も
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
得

て
、
県
内
全
域
の
新
潟
県
地
域
振
興

て
、
県
内
全
域
の
新
潟
県
地
域
振
興

局
等
庁
舎
及
び
新
潟
市
の
全
区
役
所

局
等
庁
舎
及
び
新
潟
市
の
全
区
役
所

庁
舎
、
さ
ら
に
は
会
員
社
屋
で
一
斉

庁
舎
、
さ
ら
に
は
会
員
社
屋
で
一
斉

に
「
測
量
の
日
」
の
懸
垂
幕
や
タ
ペ

に
「
測
量
の
日
」
の
懸
垂
幕
や
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
を
掲
出
す
る
こ
と
と
し
て

ス
ト
リ
ー
を
掲
出
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
地
図
・
測
量
の
意
義

と
の
で
き
な
い
地
図
・
測
量
の
意
義

と
重
要
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま

と
重
要
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

昨
年
６
月
に
測
量
法
が
一
部
改
正

昨
年
６
月
に
測
量
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
お
り
、「
測
量
士
及
び
測
量
士

れ
て
お
り
、「
測
量
士
及
び
測
量
士

補
と
な
る
資
格
の
在
り
方
の
検
討
」

補
と
な
る
資
格
の
在
り
方
の
検
討
」

に
関
す
る
規
程
が
追
加
さ
れ
て
お
り

に
関
す
る
規
程
が
追
加
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、「
測
量
資
格
制
度
検

ま
す
。
今
後
、「
測
量
資
格
制
度
検

討
部
会
」
で
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

討
部
会
」
で
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
加
え

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
加
え

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

担
い
手
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で

担
い
手
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
担
い
手
確
保
・
育
成
に
向
け

あ
り
、
担
い
手
確
保
・
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

た
取
り
組
み
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
担
い
手
確

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
担
い
手
確

保
に
つ
な
が
る
資
格
制
度
と
な
る
こ

保
に
つ
な
が
る
資
格
制
度
と
な
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

で
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ

今
後
と
も
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ

ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
と
な
る
よ
う
、
協
会
と
し
て
自
然

と
と
な
る
よ
う
、
協
会
と
し
て
自
然

災
害
へ
の
対
応
や
地
域
に
密
着
し
た

災
害
へ
の
対
応
や
地
域
に
密
着
し
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

す
。
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
理
解

す
。
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

新潟県の測量設計業の発展と向上に貢献 （順不同）

地
域
に
密
着
し
た

協
会
活
動
に
向
け
て

（
一
社
）新
潟
県
測
量
設
計
業
協
会
会
長

佐
治
　
力

県
土
を
測
る
　
未
来
を
拓
く

1989年に当時の建設省が測量法公布40周年を記念し、毎1989年に当時の建設省が測量法公布40周年を記念し、毎
年６月３日を「測量の日」と制定してから、今年で37回目年６月３日を「測量の日」と制定してから、今年で37回目
を迎える。測量や地図は、古くから生活の中に大きく関わを迎える。測量や地図は、古くから生活の中に大きく関わ
り、近年ではスマートフォンやタブレットの普及などにより、近年ではスマートフォンやタブレットの普及などによ
る地図情報の提供のほか、ＩＣＴ技術の進展、国土交通省る地図情報の提供のほか、ＩＣＴ技術の進展、国土交通省
によるｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの推進などもあり、によるｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの推進などもあり、
「未来を創る」測量の果たす役割と重要性が高まりを見せ「未来を創る」測量の果たす役割と重要性が高まりを見せ
ている。本紙では県内測量業界をけん引する新潟県測量設ている。本紙では県内測量業界をけん引する新潟県測量設
計業協会のさまざまな活動を紹介する。計業協会のさまざまな活動を紹介する。

6月3日は 測量の日

ＵＡＶ測量実技研修会 燕市立分水中学校災害現場における現地測量 糸魚川市立青海中学校

上越地域振興局 新潟市南区役所

㈱ Ｓ Ｉ Ｃ 桑 原
㈱ ト ク サ ス

新潟県上越国土測量㈱
全国会員数１００社

62 62

ー時を超える羅針盤ー

金井度量衡株式会社

国土交通省登録 ＫＡＮＡＩ ＤＲＯＮＥ SCHOOL 開校中！
URL:www.kanai.co.jp　　TEL:025-283-8800

代表取締役　金　井　利　郎

ドローン・3D技術によりi-Constructionをコンサルします！

“SLAM レンタルサービス”

測量・計測機器・ＯＡ機器の販売及びサポート

代表取締役 太  田  忠  浩
〒950-0853 新潟市東区東明1丁目1番地13 TEL:025-287-7466 

URL:https://we-support.co.jp


